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平成30年度  教育部の重点課題 

部長名 川田 良文  

＜全体方針＞ 

 丸亀市教育大綱の基本理念に則り、子どもたちの人格を養うと共に、豊かな地域社会として発展していく主役となる人づくりを進める。学校においては、

学校施設を長期に利用するための長寿命化計画に取り組むと共に、自主性・自律性を高め、保護者や地域に開かれた学校運営を行い、教員の業務負担の軽

減にも努める。図書館、資料館などの教育・文化施設を活用して市民が文化・歴史に触れる機会を促進しまちの活性化につなげる。 

 

＜課ごとの指導方針＞ 

（総務課） 

放課後子どもプランを推進し、放課後に子どもが快適で安心して活動できる場の確保を図る。今後の学校施設の整備改修等の方向性を定める長寿命化計

画を策定する。 

（学校教育課） 

小中学校連携や学校・家庭・地域の連携のもと「楽しい学校・学級づくり」を推進する。学校教育サポート事業の充実改善により、いじめの防止や不登

校の未然防止・早期対応等、児童生徒の実態に即した生徒指導上の諸問題に対応する。 

（学校給食センター） 

地場産物を活用した安心安全でおいしい学校給食の提供及び異物混入事故の徹底防止に努める。また、学校給食費公会計化の実施に向けた調査研究を進

める。 

（図書館） 

 新図書館コンピューターシステム導入を機にホームページを刷新することで、利便性を向上させ利用促進を図る。中央図書館改修工事に伴う休館に向け、

図書館サービスの代替策を検討する。 

平成30年度 各課の重点的取組 最終評価 

部名 

（連携が必要な部署） 
重点課題 

課題解決に向けた 

具体的方策 
成果目標 

評価 
(進捗結果) 

所見 

総務課 ★放課後留守家庭児童会（青い

鳥教室）の充実 

【重点プロジェクトNO.4】 

●快適で安全安心な教室の確

保 

○教室の改善（平成

32年4月：1箇所新設） 

 

Ｃ 平成32年4月開設に向け、郡家青い鳥教室の設

計を完了した。 
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総務課 ★放課後子供教室の拡充 ●コミュニティ等への事業内

容の説明 

○子供教室設置数の

増加 

Ｃ 本年度から岡田小学校区で1教室開室し、8校

区8教室となった。新規開室に向け、コミュニ

ティへの協力依頼を引き続き行う。次年度も

増室予定である。 

総務課 ★学校施設を長期利用するた

めの施設整備改修 

●長寿命化計画を策定し、計画

的な施設整備 

○長寿命化計画の策

定（平成32年3月） 

Ｃ 平成30年度、事業に着手し現在、計画策定中

である。2019年10月末の完成を目指す。 

総務課 

文化財保護室 

★丸亀城の石垣整備 

【重点プロジェクトNO.47】 

●文化庁の補助を得て、石垣の

修理工事を実施する。 

●修理工事の看板設置及び見

学会の実施 

○石垣改修に必要な

仮設道の整備工事 

（平成31年3月） 

○三の丸石垣取り外

し及び発掘調査(平

成30年度～平成35年

度) 

○見学会 1回 

－ 平成30年7月と10月に石垣が崩落したため、年

度当初の計画を中止し、現況の調査を行った

上で、応急対策工事を12月から開始し、平成

31年5月の完成を目指して工事中である。ま

た、本格復旧工事については、公募型プロポ

ーザルを実施し、優先交渉権者を選定した。

今後、契約にむけて協議を行い、石垣の復旧

事業を進める。 

学校教育課 

（人権課） 

★学校教育サポート体制の充実 

★インターネットによる人権侵害

対策 

【重点プロジェクトNO.53】 

●不登校の未然防止や早期対

応に向け、報告様式やケース会

議の持ち方の見直しや改善。 

●いじめ等の防止や早期解決に

向け、各学校や関係機関との連

携強化。 

 

●学校における解決困難な問題

へ支援の充実。 

 

●スマホ等の利用実態調査の結

果をもとに、インターネットの適切

な利用のための啓発資料の作

成。 

○不登校児童生徒の

出現率の低下。 

 

○市や学校のいじめ

等防止基本方針に基

づいた対応の徹底

を、校長会で周知す

る。 

○サポート室専門家

による相談や助言、関

係機関との連携強

化。 

○小中学校で、児童

生徒への指導や保護

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

 

不登校児童生徒の出現率は引き続き低下して

おり、不登校予測資料に基づいた、早期発見・

早期対応に努めている成果が出ている。 

今年度も問題の改善にむけて関係機関等との

連携を積極的に行うとともに、校長会で周知

した。 

サポート室には、学校から解決困難な問題へ

の相談が寄せられ、それに対する支援が図ら

れている。 

児童生徒への情報モラル教育や保護者への啓

発については、丸亀市ＰＴＡ連絡協議会等と

連携を図りながら充実させていきたい。 
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者への啓発等を行う。 

学校教育課 ★特別支援教育の充実 ●児童生徒への支援を充実さ

せるために校内支援体制の充

実を図る。 

 

 

 

 

 

 

●支援を要する児童への対応

について理解を深めるために

特別支援教育に関する研修会

を行う。 

○特別支援教育支援

員を4名増員し、支援

体制の充実を図る。 

○巡回カウンセリン

グを実施し、教員や

保護者が専門家に助

言を得る機会を確保

する。（各校年5回） 

○特別支援教育コー

ディネーターや特別

支援教育支援員を対

象とした研修会を開

催する。（年2回） 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

特別支援教育支援員4名の増員により、支援体

制の充実が図られた。 

巡回カウンセリングを各校年5回実施し、専門

家からの助言を得て、校内支援体制の充実が

図られた。 

特別支援教育支援員研修会（4月）や特別支援

教育コーディネーター研修会（8月）に外部講

師を招聘し、有意義な研修が実施できた。 

学校教育課 

（市民活動推進

課） 

★小中の円滑な接続のための

小中連携事業の充実 

★地域とともにある学校づくりに

向け、家庭・地域連携事業の推

進 

【重点プロジェクトNO.10】 

●中学校に市費講師を配置し、

小学校への交流授業を計画的

に展開する。 

 

●各学校群の実情に応じ、系統

性・連続性に配慮した交流事業

を実施する。 

●市民活動推進課と連携しなが

ら、地域コーディネーターを育成

し、各学校群で効果的に活用し

ていく。 

●地域課題解決等に向けた連

携・協働的取組を協議する。 

○交流授業による中

学校への不安の解

消。（アンケートの肯

定的回答90％以上） 

○研修会の開催や学

校訪問による指導助

言を実施。（年１回） 

○複数の中学校群に

地域コーディネータ

ーを配置。（1人以上） 

 

○中学校群連携協議

会を開催し、地域課

  

 

 

 

 

 

 Ｃ 

交流授業は小中連携の大きな柱であり、中学

校教員の専門性を生かした授業は、児童生徒

に対する12月のアンケートの結果でも、好評

であった。（肯定的回答94.5％） 

派遣教員研修会（4月）、コーディネーター研

修会（5月）を実施し、要請による学校訪問の

際に、各校の交流事業などの取組について指

導助言を行った。 

地域活動コーディネーターは、今年度から城

北小校区に配置され、これまでと合わせて2

小学校校区と1中学校区に配置された。 

学校群ごとの連携協議会を、6～7月と2月に2

回実施した。その内容を基に、学識経験者、
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題解決等に向けた具

体的な取組を協議す

る場の設定。 

（年2回） 

ＰＴＡ会長、コミュニティ会長、校長会長、

各校コーディネーター等で構成される推進協

議会で議論し、今年度の取組の振り返りと来

年度に向けた取組と見直しを行った。 

学校教育課 ★外国語及び外国語活動の充

実 

●小学校教員の指導力向上の

ための研修会を行う。 

（指導技術の向上が図れるよ

うな内容での研修会、教育研究

所とタイアップした研修会） 

●小学校における外国語や外

国語活動の指導体制の充実を

図る。（ＪＴＥ、ＡＬＴの活用） 

○研修会を年２回開

催する。 

 

 

 

○各中学校区に１人

ずつ配置する。 

  

 

 

 

 Ｃ 

これまで本研修会に参加したことのない教員

を対象に、8月に外部講師を招聘した研修会を

実施した。また、教育研究所とタイアップし、

研究員の授業公開を10月に行い、研究会を実

施した。 

ＡＬＴについては、5中学校群に1名ずつ配置

し、指導体制の充実が図られた。 

学校教育課 ★教職員の勤務環境の整備 

【重点プロジェクトNO.12】 

●教職員の勤務実態の把握 

●勤務環境の整備に向けた検

討 

○夏季休業中の学校

閉庁日を導入。 

○教育委員会主催行

事の削減。 

 

 

Ｃ 

ＩＣカードによる勤務時間の把握を行い、6

月期と11月期の比較では、小・中学校とも超

過勤務時間の短縮が見られた。 

夏季休業中に学校閉庁日（8月13～15日）を設

定し、教職員が休暇を取得しやすい環境を整

えるとともに、教育講演会を隔年開催にする

など、主催行事の見直しを行った。 

学校教育課 

（健康課） 

★小児生活習慣病対策の推進 

【重点プロジェクトNO.41】 

●小児生活習慣病予防健診の

実施と、検査結果をもとにした

児童生徒および保護者への指

導。 

○一次健診（学校）、

二次健診（医療機関）

受診率の向上。 

 

 

 Ｃ 

小学校は6月～7月に15校実施し、昨年度

(88.2％)に比べやや受診率が増加（88.9％）

した。また、中学校は今年度実施校を1校増や

し、10月に2校で実施した。受診率は昨年度

(84.6%)に比べてやや増加した。小・中学校と

も、判定結果をもとに保健指導、受診勧奨を

実施した。 

少年育成センタ

ー 

★補導体制の再検討 ●効果的な補導に向けて、巡回

場所・各地区実施回数等の再

検討 

○補導体制の充実と

夏季休業中の深夜

補導（２０時以降）

  

 Ｃ 

補導体制の再検討とともに、巡回場所は随時

見直しを行っている。夏休み中の深夜補導は、

週末の午後８～９時の時間帯で、計５回実施
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の試行 した。 

学校教育課 

（幼保運営課） 

★幼児教育と小学校教育の円

滑な接続に向けての幼小連携

の充実 

●新教育要領の理解を深め、校

区の実情に応じた、幼児教育

施設と小学校の相互理解研

修や交流活動の充実を図る。 

○円滑な接続につな

がる、相互理解研

修や交流活動の機

会を計画的、継続

的に実施する。（年

3回） 

  

 

 

 Ｃ 

8月24日に、城坤幼稚園・城坤小学校による幼

児教育・小学校教育連絡研究協議会を実施し

た。10月2日に城辰幼稚園、10月29日に綾歌こ

ども園、11月8日に金倉保育所が公開保育を行

い、小学校教員が参観した。2月27日に郡家小

学校教員が郡家幼稚園を訪問し、相互理解研

修を行った。 

学校給食センタ

ー 

★学校給食における食育の推

進 

【重点プロジェクトNO.11】 

●DVD等を活用した食育指導や 

啓発に努める。 

 

 

 

●地産交流会の実施 

○給食ができるまで

のDVD等を作成し、

市内小学校の給食

時間や給食試食会

等で活用する。 

○実施回数 11回 

  

 

 

 Ｄ 

DVDについては、撮影は終了したが、現在編集

作業中であり、活用には至っていない。 

パワーポイント授業 10小学校、2中学校 

地産交流会は、11回実施した。 

学校給食センタ 

ー 

（総務課・学校教

育課・幼保運営

課） 

★学校給食公会計化の実施 

【重点プロジェクトNO.12】 

●H30年度に文科省から示され

る給食費徴収方法のガイド

ラインに基づき、公会計化の

実施に向けた調査研究を進

める。 

○文科省のガイドラ

インの公表を受

け、関係各課によ

る庁内会議を設置

し、本市の学校給

食費公会計化の方

針（案）を検討し

策定する。 

  

 

 

 

 Ｄ 

現時点で国のガイドラインはまだ公表されて

いないため、庁内会議の設置は行なっていな

い。 

関係各課による公会計化先進地調査を2回実

施した。 

学校給食費収納管理システムを開発している

先進地団体によるシステムの説明会を実施し

た。 

図書館 ★利用者へのサービス向上 ●ホームページの充実を図り、

きめ細やかな情報を提供する。 

 

○ホームページから

の予約件数 

（１０％増加） 

○ティーンズページ

の作成 

  

 

 Ｂ 

2月末までのホームページ予約件数 

：6,936件(34.4％増加) 

(前年度2月末までのホームページ 

予約件数：5,161件、年間5,676件) 

ティーンズページを作成した。 
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図書館 ★読書推進に向けた取組み ●読書へのきっかけ作りとし

て講演会を開催する。 

●まちライブラリー等、読書活

動推進施策を実施する。 

○作家等によるもの

と、まちライブラリ

ー等についての講演

会を開催（各１回） 

  

 

 

 Ｂ 

まちライブラリー講演会等を開催 

(8/27：講演会133名、8/28:ワークショップ47

名) 

絵本作家による絵本ライブ・講演会を開催

(10/21:絵本ライブ232名、講演会89名) 

まちライブラリー実施にむけて、市内4ヵ所で

活動中。 

図書館 ★中央図書館改修工事中の代

替サービスの検討 

●移動図書館車の増設 ○移動図書館車1台

を試行的に駅周辺に

配備する。 

 

 

 Ｃ 

移動図書館車を購入、愛称を公募し、お披露

目式を行った。 

駅周辺への配備については、図書館部分改修

工事に伴う休館にあわせ、来年度に変更した。 


